
選定方法（ダイキン工業製の場合）

選定するにあたって

ご使用される空調機の機種名をご確認ください。

•ルームエアコン(RA)の場合、総称名（セット品番）をご確認ください。

•パッケージエアコン（PA）の場合、室内機機種名をご確認ください。

②ダイキンカタログ
の別売品頁にて
機種名の有無確認

有

③ドレンアップ・ポンプキット
の選定

無（※）

選定の流れ

終了位置は 赤枠 となっております。

①使用できない環境、
使用方法に
該当していないか

該当

非該当

適用不可
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Ver.1.1※下線付きの青文字は対象のページに飛ぶことが可能です。



使用できない環境、使用方法

◼ 複数台の室内ユニットのドレン水をドレンアップ・ポンプキット１台で処理する場合
•冷房運転停止時に室内ユニットの蒸発器に保有されているドレン水が
一度に排出されて、本キットのドレンパン容量を超える場合があります。

◼ 運転音が問題となる場所

◼ 薬品や有機溶剤等の化学物資（酢酸、ベンゼン、トルエン等）が存在する場所

◼ 切削粉等のある場所

◼ 塩害雰囲気での使用

①使用できない環境、使用方法に該当していないか

ドレンアップキット、ドレンポンプキットの使用環境、使用方法が
以下の項目に該当していないかをご確認ください。

該当なし

⇒②ダイキンカタログの
別売品頁にて
機種名の有無確認へ

該当あり
⇒適用不可
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②ダイキンカタログの別売品頁にて機種名の有無確認

ご使用される空調機がダイキンカタログの別売品ページにて
ドレンアップキット、ドレンポンプキットが記載されているかを確認します。

1. 以下のURL（D-SEARCH）にて空調機の機種名（※）をご入力ください。

※ルームエアコン(RA)の場合総称名（セット品番）を、
パッケージエアコン（PA）の場合室内機機種名をご入力ください。

D-SEARCH： https://d-search.daikin.co.jp/open.html

2. 「WEBカタログ」をクリックしてください。

続きは次ページ参照
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https://d-search.daikin.co.jp/open.html


3. ダイキンカタログをお開き下さい。

4. ダイキンカタログの別売品ページにてドレンアップキット、ドレンポンプキットの
機種名が記載されているかご確認ください。

記載例タイプ１

記載例タイプ２

記載無し

⇒適用不可（※）

記載あり

⇒③ドレンアップ・ポンプキット
の選定へ
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③ドレンアップ・ポンプキットの選定

ドレンアップキット・ドレンポンプキットの仕様及び配線方法は外形図、据説などをご覧ください。
注4）K-DU201K、K-DU202Kの空調機毎の配線要領は中継ハーネス(K-DUP3G等)の

取説に記載されておりますのでそちらをご覧ください。

ダイキンカタログの別売品ページにてドレンアップキット・ドレンポンプキットをご選定ください。

また、機種によっては使用できない環境がございます。

使用できない環境

選定するにあたって確認する主な箇所は下記の通り。
• 空調機の機種名
• 必要揚程(※)
• 使用電源

例) ・空調機の機種名：FHCP40FC
・必要揚程(※)：4m
・使用電源：200V
⇒K-DU202K+K-DUP3G

最大揚程(※)１ｍ機種及び２（50Hz）/２.５（60Hz）ｍ機種の場合
• 厨房や工場等での油（植物性、切削油、鉱物油）の
飛沫や雰囲気の立ち込める場所

K-KDU573LS/LV及びK-KDU574LVの場合
• 厨房や工場等での油（植物油、切削油、鉱物油）の
飛沫や雰囲気の立ち込める場所

• 屋内でも人が生活する空間以外（天井裏、壁内など）の場所

K-DU201K/202K及びK-DUM202Kの場合
• 工場等での油（切削油、鉱物油）の飛沫や雰囲気の立ち込める場所

注1）カタログによっては古い機種名が
記載されていますが、
最新の機種名をご選定ください。

注2)配管スペーサー付に
ついてはこちら

注3）電源に関するご質問は
下記のよくあるご質問を
ご確認ください。
https://ok-kizai.co.jp/faq/#section02
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カタログ一部抜粋（店舗・オフィスエアコン スカイエア）

外形図、据付説明書検索（D-SEARCH）：https://d-search.daikin.co.jp/open.html

https://ok-kizai.co.jp/faq/#section02
https://d-search.daikin.co.jp/open.html


カタログにドレンアップ・ポンプキットの機種名が無い空調機について

以下の条件に該当している機種はダイキンカタログ別売品ページにて
ドレンアップキット・ドレンポンプキットが記載されておりません。

適用不可機種一覧

◼ 屋外設置する機種（または屋外に設置することが可能な室内機）
•屋内専用機です。屋外で使用しないでください。
例）室外機、軒下設置可能なスポットエアコン、ハウス栽培用エアコン等

◼ 恒温恒湿用エアコン、恒温恒湿用の機器
• ドレン水の温度が高く、蒸発して電気部品に結露すると、
水漏れ及びポンプの故障につながる恐れがあります。

◼ 低温用エアコン
• ドレン水が凍結する恐れがあります。
•異常水位になった場合にエアコンを停止させる為、
その部屋の物への影響を与える恐れがあります。

◼ 対人用以外のエアコン
•異常水位になった場合にエアコンを停止させる為、
その部屋の物への影響を与える恐れがあります。
例）冷蔵庫、産業用除湿機等
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弊社お問い合わせについてはこちら



補足説明

揚程とは
ドレンアップ・ポンプが水をくみ上げるときの高さのこと。
本製品の揚程の基準位置はキット底面からとなっております。

配管スペーサー付とは
配管を後ろの方向に取り出すことでドレン配管と冷媒配管を一緒に施工することが可能です。

③ドレンアップ・ポンプキットの選定へ
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【標準タイプ】【配管スペーサー付】

冷媒配管・ドレン配管を別々に取り出し冷媒配管・ドレン配管を一体施工

ドレン配管 冷媒配管ドレン配管

冷媒配管

揚程

基準
位置

基準
位置

揚程



選定内容についてのお問い合わせする際に以下の空調機の資料及び内容が必要となりますので
ご用意ください。

①仕様書：適用不可機種に該当しないかを調べる際に必要です。

②電気配線図：インターロック配線の箇所を調べる際に必要です。

③外形図：適用不可機種に該当しないかを調べる際に必要です。

④必要な揚程：揚程によって選定するドレンアップキット、ドレンポンプキットが違います。

⑤使用環境：適用不可機種に該当しないか、またドレンアップキット、ドレンポンプキットによっては
使用不可な環境、方法がございますので必要です。
具体的な事項は以下の通りです。

• 場所 例：工場（工場の中でも事務所か製造現場か等）

• 電源周波数（50Hzまたは60Hz）

• 空調機の使用目的（対人用or対物用）
対物用の例：書庫、検査室、ビニールハウス、サーバー室等
※対物用の空調機に適用可能なドレンアップ・ポンプキットはございません。

弊社お問い合わせ
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お問い合わせ先

URL：https://ok-kizai.co.jp/contacts/

https://ok-kizai.co.jp/contacts/

